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高松市内で定期的に開催している医療セミナー「イキイキさぬき健康塾」がケーブルメディア四国のコミュニ
ティチャンネルで放送中です。実際にセミナーにご参加いただいた方の振り返りに、セミナー当日に参加でき
なかった方に、医療セミナーに興味のある方に、皆様ぜひご覧ください。

月 日 時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先

西１階カンファレンスルーム

三木町防災センター

丸亀町レッツホール

西１階カンファレンスルーム

西１階カンファレンスルーム

丸亀町レッツホール

西病棟１階カンファレンスルーム

西１階カンファレンスルーム

14:00～15：10

13：30～16：45

11:00～12:00

14:00～15：10

14:00～15：10

11:00～12:00

14:00～15：00

14:00～15：10

【糖尿病教室】
管理栄養士と医師が話をさせていただきます。

平成30年度日本肝臓学会
肝がん撲滅運動　市民公開講座

イキイキさぬき健康塾－香川大学病院と最新医療
「『知らんけん 教えていた！！』香川の腎臓移植と膵臓移植」

【糖尿病教室】
管理栄養士と薬剤師が話をさせていただきます。

【糖尿病教室】
管理栄養士と医師が話をさせていただきます。
イキイキさぬき健康塾－香川大学病院と最新医療
「頭部外傷後に起こりうる疾患 －頭部打撲後・・・いつもと違う？－」

カフェ「おりーぶ」
※参加者でお茶を飲み語らう場

【糖尿病教室】
管理栄養士と検査技師が話をさせていただきます。

臨床栄養部

消化器内科

総務課
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木

日

日

木

木
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木
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（087）891-2008
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（087）891-2008

（087）891-2473
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イベントカレンダー H30.10～11月 予定表

オリーブ便り編集責任者　日下　隆

　今回は1983年10月20日に発刊された香川医大病院ニュース第1号を3・4頁に掲載します。その後
に病院ニュースは毎月発行され、現在400号を超えるまでに月日が経過しました。香川医科大学は
1978年10月に開学し、1980年4月に第一期生の入学を迎えています。附属病院はその3年後の1983
年に設置され、10月から診療を開始しました。同年は東京ディズニーランドが開園し、NHK朝の連続テ
レビ小説『おしん』が放送開始された年でもあります。
　最初の記事を見てみますと、附属病院開院式には前川忠夫前知事をはじめ多くの関係者の方々が出
席し、新たな医学教育への熱意と地域医療への大きな期待感が感じられます。また玄関岩の写真をモ
ディファイした「アングル」など、手作り感満載の親近感のある記事の工夫が見られます。記念すべき創
刊号のため、その準備のため皆で様々なアイデアを出し話し合っている様子が目に浮かぶようです。こ
のようなチームのパイオニア精神とこれまでの長年の地域貢献を継承し、香川大学医学部附属病院
チームとして周囲の皆様に貢献出来るよう、未来に向かって歩んでいきたいと考えています。

手術部　副部長　北村 裕亮

　酷暑が続く中、8月19日に手術体験セミナーが開催されました。このセミナーは、実際の手術で使われる
手技を模擬体験し、医師という職業に興味を持ってもらうために行われています。今年は県内10校から
34名の高校生に参加して頂きました。はじめに、横見瀬病院長から、開会挨拶のお言葉を頂きました。全
員で糸結びの練習をしたのち、各グループに分かれ、シミュレーターなどを用いた手術模擬体験コーナー
を6つ廻ってもらいました。ランチタイムには、２名の
医学生に手術実習の体験談を語って頂きました。
　どのコーナーでも高校生たちは熱心に説明を聞
き、楽しみながらも緊張感をもって操作をしていまし
た。セミナー自体は好評で、手術や外科手技に興味
を持ってもらうことができました。彼ら、彼女らとと
もに働く日がいつかくることを期待しております。
　最後になりましたが、多大なるご協力を頂きまし
た、各先生がた、医学部学生、事務スタッフの方々に
心から御礼申し上げます。

　平成30年8月10日（金）香川県社会福祉総合センターにおいて「第１１回香川県がん診療連携協議会」を開催
しました。この協議会は、都道府県がん診療連携拠点病院である本院を中心に、県内の地域がん診療連携拠点病
院（香川県立中央病院、高松赤十字病院、香川労災病院、三豊総合病院）、香川県及び香川県医師会、四国こども
とおとなの医療センターが香川県におけるがん診療連携の強化及びがん医療の均てん化の推進を目的とし、毎
年開催しています。
　横見瀬病院長が議長・進行を務め、院内がん登録部会がん登録実務者会の設置が承認されました。また、相談

支援部会におけるがん相談支援センター相互評価の実施報告、各
部会（地域連携・パス、院内がん登録、相談支援、緩和医療、研修・教
育、情報・広報）の平成29年度の事業実施報告、香川県より、がん対
策推進事業報告がありました。
　今後もがん医療の水準の向上を目指し、県内におけるがんの発
症予防、がんの早期発見、早期治療を強化することを確認し、閉会
しました。

医療支援課

　去る８月２５日（土）・２６日（日）の２日間、第十七回香川大学医学部附属病院 卒後臨床研修指導医養成講習会
を開催しました。
　指導医養成講習会とは、研修医を受け入れ指導する病院側の指導者養成を目的とした講習会です。開催につ
いては、厚生労働省の指針にのっとり開催することが規定されており、報告書の提出も求められています。
　今年度も、齋藤 宣彦先生（医療系大学間共用試験実施評価機構 副理事長）を中心に講習内容を企画いただ
き、世話人の先生方（８名）の指導のもと、本院２３名および県内の協力型臨床研修病院５施設より７名の計３０名
の先生方が受講され、厚生労働省医政局長認定の修了証書を授与いたしました。指導医として認定される全国共
通の資格であり、指導医の養成を通じて、県内の研修医の育成体制の充実にもつながっております。また、今回は、
2020年度からの卒後臨床研修制度見直しにおける360度研修医評価の実施を踏まえ、本院看護師５名の方にも
受講いただけました。

　特別講演では、田中 信一郎先生（中国四国厚生局健康福
祉部医事課臨床研修審査専門官）、東 善博 課長（香川県健
康福祉部医務国保課）よりご講演を賜りました。卒後臨床研
修制度の見直しならびに、県行政における医師養成・確保施
策の現状と今後の方向性に関して、理解を深める貴重な機
会となりました。今後も、指導医育成を通して、香川県の地域
医療の充実に貢献できる医師育成に努めてまいります。
　ご協力いただきました関係各位に対し、心より感謝申し上
げます。

編集委員会（50音順）
荒井（検査）、大高（医療支援）、加賀宇（総務）、岸野（病棟）、日下（副病院長）、笹川（放射線）、田川（管理）、
田中（看護）、富田（経営）、濱本（外来）、芳地（薬剤）、横井（情報）、吉野（医事）　〔委員長 横見瀬病院長〕

卒後臨床研修センター長　松原 修司

四国新聞　2018年（平成30年）3月3日（土）掲載　（四国新聞に掲載について許諾済み）

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。

オリーブ便り400号発刊を記念して

手術体験セミナー開催

第１１回香川県がん診療連携協議会を開催

第十七回卒後臨床研修指導医養成講習会の開催報告

高血圧の基礎知識を教えて

香川県木田郡三木町池戸1750-1 発行人／病院長　横見瀬 裕保
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内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）

香川大学医学部臨床腫瘍学講座　教授　辻　晃仁

　がんは社会の高齢化とともに増え続け、現在日本人の2人に1人ががんに罹患し、3人に1人はがんで
命を失うとされています。
　がんはどんな病気？”　“がんの治療は進歩しているの？と思っていられることと思います。
　実はがん治療はここ数年で長足の進歩を遂げつつあります。
　効かない、きつい、つらいといったイメージが強かったくすりの治療ですが、新薬や副作用を抑える薬
の開発で、効果も副作用も以前とは比べられないほど良くなってきました。
　特に分子標的薬（ぶんしひょうてきやく）といった、がんの遺伝子異常を治すことでがんを良くする薬
や、弱っていた免疫の力を復活させ、がんをやっつける免疫チェックポイント阻害剤（めんえきちぇっくぽ
いんとそがいざい）といった薬などの開発は、がん治療に革命を起こしました。さらにゲノム医療といわ
れるがんの遺伝子タイプを調べることを組み合わせることで、難治と言われたがんでさえも、元気で長
生き、さらには完治できる方も珍しくなくなりつつあります。
　今後、多くの方に最高のがん治療を安心して受けていただきたいと思います。

※第30回イキイキさぬき健康塾（平成29年11月26日開催）の講演内容を要約したものです。

消化器・神経内科　講師　小原 英幹

　がんの早期発見・治療の重要性が社会に浸透してきた昨今では、消化器内視鏡のニーズが増えてい
ます。同時に、医療技術革新がもたらした高画質・拡大機能を備えた内視鏡スコープの登場により、消化
管がんの初期段階での検出能及び質的診断能が飛躍的に向上しています。これらの高い診断能と並
行して、早期消化管がんに対し、大きな一塊の切除が可能な内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD：Endo-
scopic submucosal dissection）は、電気メスを使った低侵襲的治療として位置づけられています。
当院は、これらの最新の内視鏡手技を特色としてきました。県内外のあらゆる地域からESD目的に数多
くのご紹介を受け、高い内視鏡技術の提供に尽力しております。治療成績は、多数の治療経験のある内
視鏡専門医が、全国のハイボリュームセンターと遜色ない成績を残しています。このたび、第31回イキイ
キさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療「内視鏡でみえる・なおる胃腸の早期がん」のテーマで市民
に以下のようにお話しさせていただきました。毛細血管の赤血球の動きや、がんの微細な血管がみえる

顕微鏡のようなカメラが開発され、‘みえなかったものがみえる’よう
になり初期がんの早期発見が可能になりました。また、ESDという‘臓
器を温存してなおる’日本発祥の治療もうけられます。もし万一、合併
症が発生しても、孔を閉じる最新の医療機器で救済できるようになっ
ており、より安心して治療を受けることができます。最新の内視鏡技
術により、検診して早期にがんを発見できれば、身体に負担の少ない
治療法で「がんはなおる・怖くない」という締めくくりで、内視鏡写真
や動画を数多く用いた内容に内視鏡の進化を感じてもらえたと実感
しております。「心のこもった（思いやりのハート）確かな技術（卓越し
たアート）で、治す」をモットーに、良質・安全・高度な内視鏡医療を地
域に提供するという大学病院としての使命を果たすことに努めてい
ます。

※第31回イキイキさぬき健康塾（平成29年12月10日開催）の講演内容を要約したものです。

がん治療の夜明け－くすりでがんを治す新時代の到来－

「内視鏡でみえる・なおる胃腸の早期がん」
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れるがんの遺伝子タイプを調べることを組み合わせることで、難治と言われたがんでさえも、元気で長
生き、さらには完治できる方も珍しくなくなりつつあります。
　今後、多くの方に最高のがん治療を安心して受けていただきたいと思います。

※第30回イキイキさぬき健康塾（平成29年11月26日開催）の講演内容を要約したものです。

消化器・神経内科　講師　小原 英幹

　がんの早期発見・治療の重要性が社会に浸透してきた昨今では、消化器内視鏡のニーズが増えてい
ます。同時に、医療技術革新がもたらした高画質・拡大機能を備えた内視鏡スコープの登場により、消化
管がんの初期段階での検出能及び質的診断能が飛躍的に向上しています。これらの高い診断能と並
行して、早期消化管がんに対し、大きな一塊の切除が可能な内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD：Endo-
scopic submucosal dissection）は、電気メスを使った低侵襲的治療として位置づけられています。
当院は、これらの最新の内視鏡手技を特色としてきました。県内外のあらゆる地域からESD目的に数多
くのご紹介を受け、高い内視鏡技術の提供に尽力しております。治療成績は、多数の治療経験のある内
視鏡専門医が、全国のハイボリュームセンターと遜色ない成績を残しています。このたび、第31回イキイ
キさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療「内視鏡でみえる・なおる胃腸の早期がん」のテーマで市民
に以下のようにお話しさせていただきました。毛細血管の赤血球の動きや、がんの微細な血管がみえる

顕微鏡のようなカメラが開発され、‘みえなかったものがみえる’よう
になり初期がんの早期発見が可能になりました。また、ESDという‘臓
器を温存してなおる’日本発祥の治療もうけられます。もし万一、合併
症が発生しても、孔を閉じる最新の医療機器で救済できるようになっ
ており、より安心して治療を受けることができます。最新の内視鏡技
術により、検診して早期にがんを発見できれば、身体に負担の少ない
治療法で「がんはなおる・怖くない」という締めくくりで、内視鏡写真
や動画を数多く用いた内容に内視鏡の進化を感じてもらえたと実感
しております。「心のこもった（思いやりのハート）確かな技術（卓越し
たアート）で、治す」をモットーに、良質・安全・高度な内視鏡医療を地
域に提供するという大学病院としての使命を果たすことに努めてい
ます。

※第31回イキイキさぬき健康塾（平成29年12月10日開催）の講演内容を要約したものです。

がん治療の夜明け－くすりでがんを治す新時代の到来－

「内視鏡でみえる・なおる胃腸の早期がん」
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高松市内で定期的に開催している医療セミナー「イキイキさぬき健康塾」がケーブルメディア四国のコミュニ
ティチャンネルで放送中です。実際にセミナーにご参加いただいた方の振り返りに、セミナー当日に参加でき
なかった方に、医療セミナーに興味のある方に、皆様ぜひご覧ください。

月 日 時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先

西１階カンファレンスルーム

三木町防災センター

丸亀町レッツホール

西１階カンファレンスルーム

西１階カンファレンスルーム

丸亀町レッツホール
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14:00～15：00

14:00～15：10

【糖尿病教室】
管理栄養士と医師が話をさせていただきます。

平成30年度日本肝臓学会
肝がん撲滅運動　市民公開講座

イキイキさぬき健康塾－香川大学病院と最新医療
「『知らんけん 教えていた！！』香川の腎臓移植と膵臓移植」

【糖尿病教室】
管理栄養士と薬剤師が話をさせていただきます。

【糖尿病教室】
管理栄養士と医師が話をさせていただきます。
イキイキさぬき健康塾－香川大学病院と最新医療
「頭部外傷後に起こりうる疾患 －頭部打撲後・・・いつもと違う？－」

カフェ「おりーぶ」
※参加者でお茶を飲み語らう場

【糖尿病教室】
管理栄養士と検査技師が話をさせていただきます。

臨床栄養部

消化器内科

総務課

臨床栄養部

臨床栄養部

総務課

がん相談支援センター
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（087）891-2156
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（087）891-2008

（087）891-2473

（087）891-2066

イベントカレンダー H30.10～11月 予定表

オリーブ便り編集責任者　日下　隆

　今回は1983年10月20日に発刊された香川医大病院ニュース第1号を3・4頁に掲載します。その後
に病院ニュースは毎月発行され、現在400号を超えるまでに月日が経過しました。香川医科大学は
1978年10月に開学し、1980年4月に第一期生の入学を迎えています。附属病院はその3年後の1983
年に設置され、10月から診療を開始しました。同年は東京ディズニーランドが開園し、NHK朝の連続テ
レビ小説『おしん』が放送開始された年でもあります。
　最初の記事を見てみますと、附属病院開院式には前川忠夫前知事をはじめ多くの関係者の方々が出
席し、新たな医学教育への熱意と地域医療への大きな期待感が感じられます。また玄関岩の写真をモ
ディファイした「アングル」など、手作り感満載の親近感のある記事の工夫が見られます。記念すべき創
刊号のため、その準備のため皆で様々なアイデアを出し話し合っている様子が目に浮かぶようです。こ
のようなチームのパイオニア精神とこれまでの長年の地域貢献を継承し、香川大学医学部附属病院
チームとして周囲の皆様に貢献出来るよう、未来に向かって歩んでいきたいと考えています。

手術部　副部長　北村 裕亮

　酷暑が続く中、8月19日に手術体験セミナーが開催されました。このセミナーは、実際の手術で使われる
手技を模擬体験し、医師という職業に興味を持ってもらうために行われています。今年は県内10校から
34名の高校生に参加して頂きました。はじめに、横見瀬病院長から、開会挨拶のお言葉を頂きました。全
員で糸結びの練習をしたのち、各グループに分かれ、シミュレーターなどを用いた手術模擬体験コーナー
を6つ廻ってもらいました。ランチタイムには、２名の
医学生に手術実習の体験談を語って頂きました。
　どのコーナーでも高校生たちは熱心に説明を聞
き、楽しみながらも緊張感をもって操作をしていまし
た。セミナー自体は好評で、手術や外科手技に興味
を持ってもらうことができました。彼ら、彼女らとと
もに働く日がいつかくることを期待しております。
　最後になりましたが、多大なるご協力を頂きまし
た、各先生がた、医学部学生、事務スタッフの方々に
心から御礼申し上げます。

　平成30年8月10日（金）香川県社会福祉総合センターにおいて「第１１回香川県がん診療連携協議会」を開催
しました。この協議会は、都道府県がん診療連携拠点病院である本院を中心に、県内の地域がん診療連携拠点病
院（香川県立中央病院、高松赤十字病院、香川労災病院、三豊総合病院）、香川県及び香川県医師会、四国こども
とおとなの医療センターが香川県におけるがん診療連携の強化及びがん医療の均てん化の推進を目的とし、毎
年開催しています。
　横見瀬病院長が議長・進行を務め、院内がん登録部会がん登録実務者会の設置が承認されました。また、相談

支援部会におけるがん相談支援センター相互評価の実施報告、各
部会（地域連携・パス、院内がん登録、相談支援、緩和医療、研修・教
育、情報・広報）の平成29年度の事業実施報告、香川県より、がん対
策推進事業報告がありました。
　今後もがん医療の水準の向上を目指し、県内におけるがんの発
症予防、がんの早期発見、早期治療を強化することを確認し、閉会
しました。

医療支援課

　去る８月２５日（土）・２６日（日）の２日間、第十七回香川大学医学部附属病院 卒後臨床研修指導医養成講習会
を開催しました。
　指導医養成講習会とは、研修医を受け入れ指導する病院側の指導者養成を目的とした講習会です。開催につ
いては、厚生労働省の指針にのっとり開催することが規定されており、報告書の提出も求められています。
　今年度も、齋藤 宣彦先生（医療系大学間共用試験実施評価機構 副理事長）を中心に講習内容を企画いただ
き、世話人の先生方（８名）の指導のもと、本院２３名および県内の協力型臨床研修病院５施設より７名の計３０名
の先生方が受講され、厚生労働省医政局長認定の修了証書を授与いたしました。指導医として認定される全国共
通の資格であり、指導医の養成を通じて、県内の研修医の育成体制の充実にもつながっております。また、今回は、
2020年度からの卒後臨床研修制度見直しにおける360度研修医評価の実施を踏まえ、本院看護師５名の方にも
受講いただけました。

　特別講演では、田中 信一郎先生（中国四国厚生局健康福
祉部医事課臨床研修審査専門官）、東 善博 課長（香川県健
康福祉部医務国保課）よりご講演を賜りました。卒後臨床研
修制度の見直しならびに、県行政における医師養成・確保施
策の現状と今後の方向性に関して、理解を深める貴重な機
会となりました。今後も、指導医育成を通して、香川県の地域
医療の充実に貢献できる医師育成に努めてまいります。
　ご協力いただきました関係各位に対し、心より感謝申し上
げます。

編集委員会（50音順）
荒井（検査）、大高（医療支援）、加賀宇（総務）、岸野（病棟）、日下（副病院長）、笹川（放射線）、田川（管理）、
田中（看護）、富田（経営）、濱本（外来）、芳地（薬剤）、横井（情報）、吉野（医事）　〔委員長 横見瀬病院長〕

卒後臨床研修センター長　松原 修司

四国新聞　2018年（平成30年）3月3日（土）掲載　（四国新聞に掲載について許諾済み）

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。

オリーブ便り400号発刊を記念して

手術体験セミナー開催

第１１回香川県がん診療連携協議会を開催

第十七回卒後臨床研修指導医養成講習会の開催報告

高血圧の基礎知識を教えて

香川県木田郡三木町池戸1750-1 発行人／病院長　横見瀬 裕保
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策推進事業報告がありました。
　今後もがん医療の水準の向上を目指し、県内におけるがんの発
症予防、がんの早期発見、早期治療を強化することを確認し、閉会
しました。

医療支援課

　去る８月２５日（土）・２６日（日）の２日間、第十七回香川大学医学部附属病院 卒後臨床研修指導医養成講習会
を開催しました。
　指導医養成講習会とは、研修医を受け入れ指導する病院側の指導者養成を目的とした講習会です。開催につ
いては、厚生労働省の指針にのっとり開催することが規定されており、報告書の提出も求められています。
　今年度も、齋藤 宣彦先生（医療系大学間共用試験実施評価機構 副理事長）を中心に講習内容を企画いただ
き、世話人の先生方（８名）の指導のもと、本院２３名および県内の協力型臨床研修病院５施設より７名の計３０名
の先生方が受講され、厚生労働省医政局長認定の修了証書を授与いたしました。指導医として認定される全国共
通の資格であり、指導医の養成を通じて、県内の研修医の育成体制の充実にもつながっております。また、今回は、
2020年度からの卒後臨床研修制度見直しにおける360度研修医評価の実施を踏まえ、本院看護師５名の方にも
受講いただけました。

　特別講演では、田中 信一郎先生（中国四国厚生局健康福
祉部医事課臨床研修審査専門官）、東 善博 課長（香川県健
康福祉部医務国保課）よりご講演を賜りました。卒後臨床研
修制度の見直しならびに、県行政における医師養成・確保施
策の現状と今後の方向性に関して、理解を深める貴重な機
会となりました。今後も、指導医育成を通して、香川県の地域
医療の充実に貢献できる医師育成に努めてまいります。
　ご協力いただきました関係各位に対し、心より感謝申し上
げます。

編集委員会（50音順）
荒井（検査）、大高（医療支援）、加賀宇（総務）、岸野（病棟）、日下（副病院長）、笹川（放射線）、田川（管理）、
田中（看護）、富田（経営）、濱本（外来）、芳地（薬剤）、横井（情報）、吉野（医事）　〔委員長 横見瀬病院長〕

卒後臨床研修センター長　松原 修司

四国新聞　2018年（平成30年）3月3日（土）掲載　（四国新聞に掲載について許諾済み）

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。
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手術体験セミナー開催

第１１回香川県がん診療連携協議会を開催

第十七回卒後臨床研修指導医養成講習会の開催報告

高血圧の基礎知識を教えて

香川県木田郡三木町池戸1750-1 発行人／病院長　横見瀬 裕保
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